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弁理士からの論評

受講生がテーマを決め、紙面の中央に、テーマを記入して線

図で囲む。次に、テーマの周囲に、テーマに関係する内容を

記入して線図で囲む。この作業を繰り返し、一つのテーマに

ついて、できるだけ多くの関係する内容を記載する。完成し

たイメージマップを見て、自ら考察すると共に、他の受講生

とイメージマップをシェアしてディスカッション等をする。

これにより、新たな気付きが得られる。
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イメージマップ

使用者のイメージ力を使って、創造的に未来をつくる
ことが可能なイメージマ ップを提供する。

紙面略中央に位置し、テーマを示す第１の文字列が記入
され、当該第１の 文字列を線図で囲った第１のモジュー
ルと、前記第１のモジュールの周囲に位置し、前記テー
マに関係する内容を示す第２の文字列が記入され当該第
２の文字列を線図で囲った複数の第２のモジュールと、
前記第１のモジュールと前記第２のモジュールとを結ぶ
第１の結合線図とが紙面に描かれており、前記第２のモ
ジュールの各々には、前記第１のモジュールに記入され
た前記テーマに関して使用者がイメージした１つの内容
が記入されているイメージマップ。

クリエイティブ・イメージング・プロジェクト は、「使用者のイメージ力を使って、創造的に未来をつ
くることが可能にした」片岡由美様が独自開発されたイメージマップです。
このクリエイティブ・イメージング・プロジェクト の実用新案権の取得により、広く世間に信頼され、
利用されると確信しております。

「クリエイティブ・イメージング・プロジェクト 」

解決手段
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